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　この研究は住生活を含んだ屋内気候という不確定なも

のを，統計的方法を用いて解折せんとする工つの試みで

ある．1968年1～3月の膳寒期に，関東地方S団地内の

12戸を対象として，各戸1週間つつ，屋内および屋外気

候の迎続測定を行なった．その結果、実際に生活の行な

われているコンクリートアパートの居住状態について，

統計的解析を行なうに十分な多量のデータが得られたの

で，住い方と，長．内気候に関係する多数の因子につい

て梱関分折を行なった．それらの因子のデー・・Pタ行列から

得られる相関行列は屋内気候の構成の輪郭を与え、それ

以後のさらに細かい分折のための手がかりを与えるもの

と思われる．ただし，木報告の相関分折の結果を判断す

るに当たっては，次の2点に注意しなければならない．

まず第1に，ここで用いた標本が、厳密な意味で，無作

為標本とは言い難いことである．測定に供した住戸は，

すべて同隙地の職員住宅諌内にあるものから選んだが，

これは測定の便宜上やむを得なかったものである．SU　2

に，ここで傷られた相関は，単相関であるという点であ

る．単相関は，他の因子の変動による影響を受けるの

で，ここで得られた結果を以って，槽関関係のすべてを

判断することはできない，　　　　　　　’

　　　　　　　　　1。実験方法
　｛1）　測，竃｛主戸

　測定を行なった住戸の棟の中での位難を図1，住戸の

平面を図2に示す．適2の斜線の部分1北側外壁および

妻住戸の妻鰯外壁，に信，特に表1に示すような防露工

法が施されている．

　表工に告住戸の家族構域を示す．子供のいる住戸と子

供のいない住戸では，屋内気媛に大きな差のあることが

予i患されるので，子供のいない住戸はt分析の際，必要

に応じて除外した．
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図2　住戸平面図と測定場所

表1各住戸の防露工法と家族構成

霧1陥工法降覇 家族塘成
血驚叢璽畿…叢鑑

7t一ムポリスチレンポ
ードの上合板貼り

1．37

【夫娩脳2人）

夫婦，児童（2人）

図1測定住戸の位藏（北翻から醗める）
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　　「

魯稟京火学生産技術研究衝　第与琿

　（2）測定方法

　測定項目，測定計器および設置方法を表2に，室内温

湿度および壁体表価温度の測定位置を魍2に示す．図2

において，㊥印は通風乾湿計，●印は表面混度測定用熱

電対を表わす．

　　　2．　データ行列の構成ぐ55行×29列）

　行；ある住戸の，ある日の，21時における，各因子の
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i喪2　測　定　方　法

測定項目 測定計器
検 出　　1記錬

設　赴　方　法

屋1蓋蟹潴磯鍛駿書馨i耕から釣り下げる

内醗表司錘・ンスタン蝋電「韻碁編瓢撫，
び湿度　1湿計 ；記鎌；｝1

纏嚇灘毫鎌睡
欝騙塁蓋嵩風速渠ヒ

踊m殿2賠た外し麗出るの突釣側らに階場俸4りの

　　　　tA1の趾撞さ3B・　5m

の給水塔上に立っ6m
のポールの上

測定値，対象は11戸で，延日数は55日である，

　列：表3に示すように，屋内気候に関係するあらゆる

因子を取り上げた．データ欠損のため，やむを得ず省い

たものが数個ある．全部で29因子．

　　　　　　5．合成因子と構造ベクトル

　2つ以上の因子の一次結合として得られる蔽しい因子

を合成因子と呼ぴ，合成因子と，もとの因子との相関係

数を成分とするベクトルを，構造ベクトルという．ここ

では，押入北壁下部における〔（壁表面飽和絶対湿度）一

（空気絶対湿度）〕なる合成因子を作った．この値が負に

なれば結露が始まり，さらに小さくなると共に結露が促

進されると考’えてよいので，この因子は結露判定の1つ

の尺度となるものである．

　ところで，結露発生の物理的機構は1男白であり，この

相関分析を川いて発生機構を解明しようというものでは

ない，結露発！kの物理的要因（表而温度，露点温度等）

と建築的要因（住戸の位置、間取り等），住い方の要因

（ストーブの燃焼，窓の開閉等）の間の関1系の概略を把

握しようとするものである．

　　　　　　4．ト相関行列と構造ベクトル

　表1に，各因子の平均値および拙郵1偏竺，表4に相関

行列R：（1’iJ）　（ただし1≦i，」≦29，　r，∫＝rノ‘）および

前記の合成因子の構造ベクトルを示す、

　　　　　　　　　5．考　　　案

　①各室の温湿度間の相関、rl．3》rl．2、　r2，3　r　・．，　7＞＞　rs．　fi，

ro，7各室の温度，湿度聞の相関は，南室と台所問のみ

高く，その他は低い．したがってこの而桑聞のふすま

は，解放の状態にあるζとが多いと予想される．

　②　外気温と室温との相関　r2，1のみわずかに正の相関

を示すが，その他には相関は認められない．したがって

夜9時という，だんらん時においては，一応1’卜分な暖房

がなされていると考えてよい．

　③押入北壁表面上部の温湿度と北室温湿度との相関

r2，s》r2，e　rG，B》re、o　r4．・lo》r2，11　rG．1。》rG．；1すtsわ

ち押入北壁表面上部の温湿度は，北室溢湿度と商い正の

相関を示すが，下部はそれほど高い相関を示さない．ま

た参考のため，押入北壁表面の温湿度と外気温との相関

表3　因子の麺類および平均髄，標準偏差咽子12－24　t5よび27に関するデーitは江口昭推氏のm供を受けた）

番号1種　類1単　位1平均値標鐸織翻　和　類1・μ　位　陣値聯嚇
ユ

南室 20．5 5．7 18 南室 027 0．45

2 温　　度 北室 ℃ ユ4．9 4．9 19 ストーブ 北蜜
モの部屋で燃焼し
ﾄいる時　　＋1
ｻれ以外の時　O

⑪．ユ5 0．35

3 台所 ユ9．4 4．3 20 台所 o．3昼 o．49

4 外　気　湿　度 ℃ 2．2 工5 21 購室 1．47 1．05

5 南室 B．7
＿　　－
Q．1
一一一
Q2

|一　Q3

在室人数 一一k室 0．18 o．39

θ 湿　　度 北室 9なgD．∫L 6．8 1．7
トー－

o．47 α60

7 1台訴 8．3 1．5 別 滞在人数（住戸内） 3．02 ユ．20

1
ユO．3 2．6 25 階　　　　　数 2．5 1．4
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¥面温産

上下

℃
6．4 1．5
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ﾋ
婁｛主戸は　÷1

?繽Z戸は　o
O．5
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ｬ度

上 7．9 L3
％ O．5

11 1下
91kgD．A．

6．0 臥6
入　　　　　　浴

12 α02 o．ユ3
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?黷ﾎ　　　＋1
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砿3 O．5

　13

鼈
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14 023
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　　　　　　　　　　　　表4相関行列R＝（rtJ）および構造ベク1・ル　　　　　　　　　　　　　入北壁下都表面の温度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　および飽和絶対湿度と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の間に負の相関が認め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られる、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦結露判定のための

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合成因子との相関（構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベクトル）北屋の絶対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湿度ときわめて高い負

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の相関を示すが，押入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北壁下部表画の飽和絶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対湿度とは全然相関が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ない．また，ストーブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の燃焼と負の相関があ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lP　，階数と正の相関を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示し，熱貫流率との間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に負の相関が認められ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．結　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚上の考察に示され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たように，屋内気候に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関係する多数の因子の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相関分析を行なうこと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により，屋内気候の構

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成の輪郭を知り，さら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に細かい分析のための

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手がかりを得ることが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　できる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謝辞　本研究は，日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本住宅公団の委託によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り行なわれたものであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．実測に当たって

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，同公団の全面的な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　協力を得た．計画の立

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　案に麗しては，建築研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究所の江口和雄研究員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から，実測中は，日本
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を見れば，r4，s＜r（．Dr‘，10》r4、11となり，今度は逆に

下部の方が，外気温との櫓関が高くなっている．

　④　窓の開閉について　r12，！ぺris，17が高い正の値を示

している．したがって，南室と台所の窓や換気小窓は，

同時に開閉されることが多いと予想される．

　⑤　階散と温湿度の相関　r2，2s　rf，・25に見られるよう

に，北壁温湿度と階数は高い負の相関を示すが，その他

の部屋には，このような傾向は見られない．

　⑥風遼と温湿度いずれの部麗の温湿度とも目立った

相闘は認あられないが，r2，25，　rT，・asに見るように，押

大学板本守正講師（当時生研助手），横浜国大片山忠

久助手（当時生研大学院〉，勝田研究室，横山光弘，長

野真人，塘　直樹，各氏から多大のご援助を受けた．ま

たデータの処理，解析に当たっては，勝田研究室杉山

伸・一，田申秀幸（現在東洋熱工業K．K．）の両氏のこ協

力を受けた．託して感謝の意を表する次第である．

　　　　　　　　　　　　　　（1969年7月26日受理）
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